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概ね５年で実施する取組事例の目次

Ａ）洪水を河川内で安全に流す対策 

Ｂ）危機管理型ハード対策 No. 実施主体者 記載頁

Ｃ）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備 10 D まちなか洪水ハザードシール 熊谷市 11

11 D 逃げ遅れ防止啓発リーフレットの作成・配布 栃木県　 12

No. ハード対策の取組内容 実施主体者 記載頁 12 D 避難対策強化推進研修会の実施 栃木県　 13

1 Ａ 浸透対策、流下能力対策、パイピング対策、浸食・洗掘対策 利根川上流河川事務所 2 13 D 地方整備局と気象台による共同会見 気象台 14

2 Ａ 令和元年10月12日供水（台風第19号）に対する草木ダムの効果 水資源機構 3 14 D 「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示 気象台 15

3 Ｂ 堤防天端の保護、堤防裏法尻の補強 利根川上流河川事務所 4 15 E 台風19号を受けての災害対応検証会議 古河市 16

4 Ｃ デジタル防災行政無線施設整備工事 境町 5 16 E 避難確保計画作成支援報告会の開催 常総市 17

5 Ｃ 災害対策車両(ﾄﾘﾌﾟﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車）等導入 境町 6 17 E 市民生活総合支援アプリ「Morinfo」の活用 守谷市 18

6 Ｃ 各自主防災組織に簡易無線機を配布 宮代町 7 18 E 広域避難輸送等に関する災害協定（県バス協会県西支部） 境町 19

7 Ｃ 危機管理型水位計の設置 栃木県　 8 19 E 日本ムービングハウス協会との災害協定 境町 20

8 Ｃ 簡易型河川監視カメラの設置 栃木県　 9 20 E 野木町全町避難訓練 野木町 21

9 Ｃ 水防資機材の情報共有 栃木県　 10 21 E 地区防災計画の策定 館林市 22

22 E 要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会の開催 行田市 23

23 E 要配慮者利用施設の避難確保計画作成支援 栃木県　 24

24 E 住民避難力強化事業（マイマップ等作成事業の実施） 栃木県　 25

25 E 避難勧告等の発令に係る「基本的考え方」の提示及び市町村支援 栃木県　 26

26 G ハザードブック説明会の実施 館林市 27

①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組 27 G ハザードマップの作成と周知 足立区 28

28 H マイタイムラインの説明を実施 五霞町 29

29 Ｉ 坂東市防災訓練 坂東市 30

30 Ｉ 防災講座 坂東市 31

31 Ｉ 台風第19号災害に伴う各地区との意見交換会の実施 佐野市 32

32 Ｉ 平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組 板倉町 33

33 Ｉ 中学校における体験型防災訓練 明和町 34

②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組 34 Ｉ 自主防災組織における防災訓練 明和町 35

　Ｊ）より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化 35 Ｉ 水防防災に関する講習会の実施 千代田町 36

③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための 36 Ｉ 防災講演会の実施 千代田町 37

　　排水活動等の取組 37 Ｉ 消防団員や市民への研修を実施 本庄市 38

38 Ｉ 減災教育の実施 吉川市 39

39 Ｉ 防災教育及び防災知識の普及 上里町 40

40 Ｉ 荒川下流河川事務所での住民向けのWS 葛飾区 41

41 Ｉ 小中学生を対象とした防災教育の実施 栃木県　 42

42 Ｉ 重要水防箇所の共同点検 栃木県　 43

43 Ｊ 利根川水系連合総合水防演習を実施 足利市 44

44 Ｊ 第68回利根川水系連合・総合水防演習 栃木県　 45

45 K 排水ポンプ車設置 取手市 46

ソフト対策の取組内容

主な取組方針 ハード対策 主な取組方針 ソフト対策

Ｄ）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

Ｆ）企業防災等に関する事項

Ｇ）広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

Ｈ）避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

Ｉ）防災教育や防災知識の普及

主な取組方針 ソフト対策

Ｋ）氾濫水の早期排水のための効果的な施設運

Ｌ）緊急排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

Ｍ）BCP（業務継続計画）に関する事項

Ｎ）生活再建及び社会経済活動の回復のための民間力の活用



昭和22年9月洪水（カスリーン台風）をはじめとした既往洪水や、平成27年9月関東・東北豪雨を踏まえて設定した、堤防整備・
河道掘削等の流下能力向上対策、浸透・パイピング対策、侵食・洗堀対策に関し、優先的に対策が必要な区間について令和2年
度末を目標として対策を実施しています。
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No.1 ハード対策
Ａ）洪水を河川内で安全に流す対策

■浸透対策、流下能力対策、パイピング対策、侵食・洗掘対策
利根川上流河川事務所

洪水を安全に流すためのハード対策 概要図＜利根川上流＞

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
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水資源機構
No.2 ハード対策

Ａ）洪水を河川内で安全に流す対策

■令和元年10月12日洪水(台風第19号)に対する草木ダムの効果

※各数値は速報値

50 400

ダム流域

累積雨量

時間最大雨量（流域平均）39.5mm  

累積雨量（流域平均） 356mm

非常に強い台風第19号は、10月１１日午前2時から10月12日午後11時にかけて、総

雨量356mm、時間最大雨量39.5㎜（10月12日16時～17時）の大雨をもたらしました。

この降雨に伴い発生した最大流入量約１，６３７m3/sの洪水に対して、予備放流・事

前放流により容量を確保しつつ、約１，０２１ｍ3/ｓを草木ダムに貯留（防災操作時の累

計２，１８４万ｍ3）し、下流の洪水被害を軽減しました。
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水位差 1.21ｍ

草木ダム防災操作実績図（台風第19号）
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草木ダムによる水位低減効果（推定）
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広瀬川

小山川
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利根川

群馬県
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千葉県

氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない区間などについて、決壊までの
時間を少しでも引き延ばすよう、堤防構造を工夫する対策（堤防天端をアスファルト等で保護、堤防裏法尻をブロック等で補強）を
実施しています。令和２年度末で完成予定です。
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No.3 ハード対策
Ｂ）危機管理型ハード対策

■堤防天端の保護、堤防裏法尻の補強

施工前状況

施工後状況

利根川上流河川事務所

対策イメージ写真

危機管理型ハード対策 概要図＜利根川上流＞

※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。

堤防裏法尻を
ブロック等で補強

対策イメージ図

堤防天端をアスファルト等で保護

40ｋ

50ｋ



境 町

１ 現在の状況
(1) 平成６年度に設置した現在の防災行政無線設
備（アナログ固定系及びアナログ移動系）につ
いて設置後２５年が経過
（令和４年11月30日以降、アナログ系使用不可）

(2) 町内６か所に設置している屋外拡声子局では、
町内全域をカバーできていない。戸別受信機は
全世帯無償配布しているが、故障や不通状態が
頻発

２ 改善の要領
(1) 防災行政無線設備（デジタル固定系及びデジタ
ル簡易無線機）を整備（令和元年～令和２年）

(2) 屋外拡声子局を６か所から17か所に増設
(3) 戸別受信機全戸配布（検討中）

【事業の概要】

親局（役場）

既設

増設
更新・親切予定
箇所

音達想定エリア
（半径６００ｍ）

増設音達想定
エリア
（半径６００ｍ）従来型レフレックス

ホーンスピーカー

防災用ソノコラム
スピーカー

デジタル防災行政無線
施設整備工事概要図

時期：令和元年度～令和２年度

No.4 ハード対策
C）洪水を河川内で安全に流す対策

■デジタル防災行政無線施設整備工事
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境 町

１ 災害発生時の電源確保や避難所での生活支援、医療用スペースの確保等、災害支援を迅速に行える
よう災害対策の強化を図ることを目的として、電気・ガソリン及びＬＰガスの併用が可能なトリプル
ハイブリット車と普通自動車免許でけん引が可能な災害対策用トレーラを導入

２ 併せて災害対策車両を開発した北良株式会社(岩手県北上市）及び一般社団法人協働プラットホーム
との包括連携協定（まちづくり及び災害時の対応等について相互の支援を有効に活用し協働することで
一層の地域活性化に資する。）を締結

【事業の概要】

【災害対策車両及び災害対策用トレーラの概要】

Ｒ．ハイブリット・プリウスアルファ― トレイルワークス５２０ＭＳ防災仕様

《性能等》
・ガソリン・ＬＰガス併用可能
（当時の走行に最適な燃料を自動的に選択）

・連続航続距離約１３００ｋｍ（未けん引の状態）
・非常用電源車として一般家庭１週間分程度給電可能
（車両外部に２か所のコンセント）

・けん引対応用に後輪足回り強化

《性能等》
・普通自動車免許でけん引可能な車体
（車重730kg、車幅2.1m、車長5.32m、車高2.56m）

・断熱材が内蔵された機密性ある車体
・冷暖房可能な空調設備（エアコン・換気扇）
・100V／1500W使用可能な2系統の電源を装備
・簡易的な水道設備

時期：令和元年１１月２２日

No.5 ハード対策
C）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■災害対策車両(ﾄﾘﾌﾟﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車）等導入
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宮代町

発災の際に各自主防災組織同士やその地区の消
防団と連絡をとれるように簡易無線機を配付しま
した。ケースに無線機やマニュアル等をまとめ、
運用・引継ぎを分かりやすくしました。

No.6 ハード対策
C）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■各自主防災組織に簡易無線機を配付
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栃木県

市町名 大字 構造物名

1 利根川水系 山田川 宇都宮市 上田原町 富岡橋

2 利根川水系 名草川 足利市 利保町 新梶川橋

3 利根川水系 姥川 足利市 梁田町 普門寺橋

4 利根川水系 藤川 栃木市 皆川城内町 新皆橋

5 利根川水系 三杉川 栃木市 岩舟町古江 東川橋

6 利根川水系 菊沢川 佐野市 堀米町 菊沢川橋

7 利根川水系 菊沢川 佐野市 田島町 田島橋

8 利根川水系 小藪川 鹿沼市 西鹿沼町 梵天橋

9 利根川水系 武子川 鹿沼市 仁神堂町 仁神堂橋

10 利根川水系 田川 日光市 木和田島 田川橋

11 利根川水系 行川 日光市 小代 赤行橋

12 那珂川水系 湯坂川 大田原市 大豆田 豆田橋

13 那珂川水系 押川 大田原市 須賀川 新波止橋

14 那珂川水系 宮川 矢板市 川崎反町 宮川橋

15 那珂川水系 江川 那須烏山市 月次 江川橋

16 那珂川水系 江川 那須烏山市 向田 新橋

17 利根川水系 田川 下野市 谷地賀 谷地賀橋

18 利根川水系 武名瀬川 上三川町 上蒲生 （主）羽生田上蒲生線 渡河部

19 那珂川水系 木須川 茂木町 小深 小深橋

20 利根川水系 野元川 芳賀町 東水沼 野元橋

21 利根川水系 五行川 高根沢町 平田 神ノ前橋

22 利根川水系 大沼川 高根沢町 花岡 中央橋

危機管理型水位計設置箇所一覧表

水系 河川名
設置箇所

洪水時の監視体制の強化のため、令和
元年度中に危機管理型水位計を19河川
22箇所に設置完了予定。

【設置予定箇所一覧（19河川、22箇所）】

【設置予定箇所図】

【小籔橋(鹿沼市)に設置した水位計（平成30年度）】

No.7 ハード対策
C）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■危機管理型水位計の設置
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栃木県

No 河川名 市町名 地先 No 河川名 市町名 地先 

1 姿川 宇都宮市 大杉橋 12 松葉川 大田原市 下高橋 

2 尾名川 足利市 分校橋 13 内川 矢板市 京町橋 

3 思川 栃木市 保橋 14 内川 矢板市 内川橋 

4 巴波川 栃木市 倭橋 15 箒川 那須塩原市 明神橋 

5 赤津川 栃木市 伊吹橋 16 五行川 さくら市 氏家体育館脇 

6 旗川 佐野市 白旗橋 17 内川 さくら市 旭橋 

7 小曽戸川 佐野市 槐橋 18 荒川 那須烏山市 新荒川橋 

8 黒川 鹿沼市 府中橋 19 田川 上三川町 明治橋 

9 古大谷川 日光市 国道121号橋 20 五行川 芳賀町 両郡橋 

10 姿川 小山市 姿川橋 21 五行川 芳賀町 五行橋 

11 田川 小山市 田川橋 22 泉川 塩谷町 井戸神橋 

 

No 河川名 市町名 地先 No 河川名 市町名 地先 

1 姿川 宇都宮市 大杉橋 12 松葉川 大田原市 下高橋 

2 尾名川 足利市 分校橋 13 内川 矢板市 京町橋 

3 思川 栃木市 保橋 14 内川 矢板市 内川橋 

4 巴波川 栃木市 倭橋 15 箒川 那須塩原市 明神橋 

5 赤津川 栃木市 伊吹橋 16 五行川 さくら市 氏家体育館脇 

6 旗川 佐野市 白旗橋 17 内川 さくら市 旭橋 

7 小曽戸川 佐野市 槐橋 18 荒川 那須烏山市 新荒川橋 

8 黒川 鹿沼市 府中橋 19 田川 上三川町 明治橋 

9 古大谷川 日光市 国道121号橋 20 五行川 芳賀町 両郡橋 

10 姿川 小山市 姿川橋 21 五行川 芳賀町 五行橋 

11 田川 小山市 田川橋 22 泉川 塩谷町 井戸神橋 

 

洪水時の監視体制の強化のため、令和元年度中に簡易型河川監視カメラを16河川22
箇所に設置完了予定。

【設置予定箇所一覧（16河川、22箇所）】 【設置予定箇所図】

【設置イメージ】

No.8 ハード対策
C）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■簡易型河川監視カメラの設置
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栃木県

出水期前に関係自治体、消防等と連携し、
土木事務所が管理する水防倉庫の点検
（資機材の備蓄状況確認）をおこなった。

■栃木土木の点検状況（5/27） ■安足土木の点検状況（5/23）

No.9 ハード対策
C）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■水防資機材の情報共有
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熊谷市

＜目的＞
日頃から地域のリスクを意識してもらい、地域住
民が速やかな避難行動をとれるよう作成・設置。

＜市内約２４０箇所に設置＞
各地域の防災行政無線に「洪水時の最大浸水深」
シールを貼付しました。

＜ＱＲコードを使って＞
その場で国土交通省ＨＰ「重ね
るハザードマップ」をスマート
フォンで確認できるようＱＲ
コードを掲載しています。

＜目につきやすい高さに＞
無線機器ボックスまたは無線柱
のうち、目につきやすい場所・
高さに表示しています。

耐水・耐光シールを使用

想定最大規模の浸水深を表示

No.10 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
D）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

■まちなか洪水ハザードシール
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栃木県

（表） （裏）

【概要】
・逃げ遅れ防止を図るため、
警戒レベルの解説や災害が差
し迫っている場合に取るべき
行動をまとめたリーフレット
を作成し、県民に広く配布を
行った。
①配布手法：自治会を通じて
配布（一部の市は新聞折込）
②作成部数：約６５万部

【工夫点】
・レベル４で避難を完了する
ということが伝わるように記
載した。
・高齢者の方にも見やすいよ
うに図や文字を大きく記載し
た。

【期待できる効果】
・県民の日頃からの防災に対
する意識が高まり、災害時に
迅速な避難につながることに
期待。

No.11 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
D）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

■逃げ遅れ防止啓発リーフレットの作成・配布
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栃木県

各市町における避難勧告等の発令基準について、迅速かつ適切な整備（見直し）を促
進することを目的に実施。

（1）実施時期
令和元年６月27日（木）

（2）対象者
市町防災担当職員
（課長級1名＋実務担当者1名）

（3）実施内容
・内閣府避難勧告等ガイドラインの説明
・過去の事例分析
・風水害時の対応シミュレーション

（図上訓練形式） など
（4）講師

（株）防災＆情報研究所

【期待できる効果】
・市町において避難勧告等の発令基準の適切な設定の
見直しのきっかけとなる。

・市町同士の意見交換が図られ、平時・災害時の連携
につながることに期待。

【今後】
・引き続き発令基準の整備の促進を図る。

被災自治体の対応事例発表の様子

風水害時の対応シミュレーションの様子

No.12 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
D）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

■避難対策強化推進研修会の実施
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東京管区気象台

➢ 関東地方整備局と東京管区気象台とは、令和元年8月に共同会見に関する打合せ、同9月に共同

会見リハーサルを実施し、会見の要領を確認

➢ 令和元年台風第19号の接近に際し、10月11日に初の共同会見を実施

（その後、10月12日、10月18日にも共同会見を実施し、河川の状況・気象の見通し等を解説）

令和元年9月6日 共同会見リハーサル
（台風第15号説明会を兼ねる）

令和元年10月11日 初の共同会見

No.13 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
D）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

■地方整備局と気象台による共同会見
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東京管区気象台

➢ リアルタイムの大雨の危険度と併せ、自分が住んでいる場所の危険性も同時に確認できるよう、

令和元年12月24日に「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示するように改善。

➢ 住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令につながることを期待。

ボタンで切替

ボタンで切替

土砂災害警戒区域等

洪水浸水想定区域（浸水深5.0m以上）

洪水浸水想定区域（浸水深3.0m以上）

洪水浸水想定区域（浸水深0.5m以上）

洪水浸水想定区域（浸水深5.0m以上）

洪水浸水想定区域（浸水深3.0m以上）

洪水浸水想定区域（浸水深0.5m以上）

洪水浸水
想定区域を
重ね合わせ

土砂災害警戒区域
(予定箇所を含む)を

重ね合わせ

将来的には水害リスク
ラインや中小河川の
リスク情報も表示

※ 区域データの時点を示すとともに、
最新の情報は都道府県に
問合せいただくよう注釈を追記。

※ 土砂災害警戒区域等に指定
されていない箇所でも、土石流
等の発生する可能性がある旨、
留意事項として追記。

No.14 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
D）住民等の避難行動につながるわかりやすいリスク情報の周知

■「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示
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古河市

○目的
台風19号での災害対応や事象を振り返り、

顕在化した課題等について、改善策等の検証
会議を実施した。台風19号での経験をふまえ
て災害への体制の見直しを図り、今後へと生
かしていく。

○主な議題・決定事項
・市民への情報発信の強化を図る
・避難所の見直し及び機能向上
（要配慮者やペット同行者の対応等）

・避難場所の指定を廃止する。
命の危険がある切迫した状況で逃げ込

む場所として位置づけ「さいごの逃げ込
み施設」と設定する。

・災害対策本部体制の強化を図る。

No.15 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■台風19号を受けての災害対応検証会議
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常総市

日本気象協会ならびに，株式会社エヴァーグリーンが提供するツー
ル(web)を利用し，実際に計画書を策定し、策定率が上がらない原
因や取組みの課題を明らかにする避難確保計画作成支援報告会を実
施した。令和2年2月には、未策定の施設約60施設を対象に作成会を
実施する。

No.16 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■避難確保計画作成支援報告会の開催
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守谷市

18

No.17 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■市民生活総合支援アプリ『Ｍｏｒｉｎｆｏ』の活用

18



境 町

１ 目 的
広域避難先への移動手段を持たない町民約

2,300名（平成29年住民ｱﾝｹｰﾄ結果）を避難さ
せるための輸送手段を確保して災害発生時の
「人的被害ゼロ」を図るため（一社）茨城県
バス協会貸切委員会県西支部（以下「バス協会
県西支部」という。）と「大規模災害時におけ
る広域避難輸送等に関する協定」を締結

２ バス協会県西支部を協定締結先とした理由
(1) 各会員の事業所が地理的に近距離で、災害
時（予想される場合）等に迅速な配車可能

(2) 配車のための調整先が１か所で手続きが
迅速・簡明

(3) 各会員と避難場所や避難経路を予め共有す
ることで避難輸送に速やかに着手可能

【事業の概要】 【バス協会県西支部の広域避難輸送体制】

第１優先グループ

坂東・境
中山観光㈱ 他５社

結城・古河・八千代
昭和観光自動車 他６社

第２優先グループ

常総・つくばみらい・取手
北総交通㈱ 他８社

桜川・筑西・下妻
関東ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾊﾞｽ㈱ 他８社

第３優先グループ

つくば・土浦
城南交通㈱ 他９社

境町役場（災害対策本部）

協力要請

輸送要請 対応・調整・報告

広域避難輸送本部

事務局 輸送統制

サワキ観光(㈱ 昭和観光自動車㈱

台風１９号で避難輸送バスターミナルから出発する
県西支部車両

広域避難輸送等に関する協定締結式

時期：令和元年１０月３日

No.18 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■広域避難輸送等に関する災害協定（県バス協会県西支部）
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境 町

【事業の概要】 時期：令和元年１２月３日

一般社団法人日本ムービングハウス協会（理事長 佐々木信博、事務局：北海道千歳市）との「災害時
における応急仮設住宅（移動式仮設住宅）の建設に関する協定」を締結
今回の協定締結により、境町が地震又は利根川の氾濫等の大規模災害に見舞われた場合、災害救助法に

規定する応急仮設住宅として、断熱性・居住性に優れたムービングハウス仕様の応急仮設住宅を迅速に確
保・設置することが可能

２０２０東京オリンピック・パラリンピック
仕様のテニスコート、ホッケー場など、各種ス
ポーツ施設の整備に合せて建設されるムービン
グハウスを仕様の宿泊施設
災害時は、被災者の避難施設としての使用も

想定されている。

海外アスリート対応の大型ベットを導入
地域交流にも活用できる食堂やセミナールーム
も設置

境古河ＩＣに隣接して建設される宿泊施設

【(仮称）地域経済振興宿泊施設整備工事】

起工式：令和元年１２月３日
2階建て 2棟 47室

岡山県倉敷市の応急仮設住宅協定締結式 集会場のイメージ 車両への積載・輸送

No.19 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■日本ムービングハウス協会との災害協定
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野木町

実施内容
・災害情報に基づく避難行動確認訓練
・避難所開設訓練及び避難所運営訓練
・災害時要配慮者に対する支援訓練
・ボランティア団体等の受入訓練
・野木町建設協同組合による大型土のう積み上げ訓練
・消防機関（消防団を含む）による避難誘導訓練
・災害協定締結自治体及び関係機関との連携訓練

No.20 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■野木町全町避難訓練
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館林市

地域コミュニティにおける、共助による防災活動の推進が期待される
「地区防災計画」
館林市では、公民館区域を一つのコニュニティ単位として捉え、平成３０年
度から取り組みを開始し、令和元年度２地区で策定された。

● 防災マップ

● 避難のタイミング・流れ

● 要支援者対策 など

No.21 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■地区防災計画の策定
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行田市

●主催：行田市
●協力：国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所、

気象庁熊谷地方気象台、埼玉県
●参加者：５１施設５６名（対象８２施設）
●開催日：令和元年１１月１３日（水）13:30～16:00

●概 要

・利根川上流河川事務所と熊谷地方気象台による講演を
行い、計画の必要性や気象情報の活用について理解を
深めた。

・市の防災担当者から、国の手引きや様式に沿って説明
を行い、自らの施設について考えてもらうワークを
行った。

・台風１９号の後に開催したこともあり、非常に熱心で
関心の高い講習会であった。

●取組の工夫点

・出席する施設に、事前に国が公表した手引きや様式集等を
冊子にして郵送し、当日の進行をスムーズにした。

・当日のワークに当たり、グループ分けを同業種ごとにした。
・施設ごとに、洪水ハザードマップに施設を落し込んだものを

作成し開催通知に同封するとともに、当日も配付した。

●講習会の様子

No.22 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会の開催
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No.23 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■要配慮者利用施設の避難確保計画作成支援

茨城県

【令和元年度に実施した内容】
１ 市町村へ要配慮者施設の確認及び地域防災計画への位置付けを依頼し，対象施設の取組状況を取りまとめた。

２ 市町村，河川事務所，気象庁と連携し，「要配慮者利用施設の避難確保計画作成に係る講習会」を開催した。

坂東市における要配慮者
利用施設の避難確保計画
作成に係る講習会

※講習会を開催した市町のうち，土浦市，常陸太田市では，避難確保計画に基づく避難訓練を支援。

３ 県内外の先進市町村，施設管理者の優良事例の紹介を行った。
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No.24 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■住民避難力強化事業（マイマップ等作成事業の実施）

茨城県

【令和元年度に実施した内容】

令和元年度住民避難力強化事業において，マイマップやマイ・タイムラインを作成を支援している。
・実施回数：計１６回（１５市町）
・対象市町：県土木部が公表した水害危険度マップに示された地域を中心をした，水害の危険性が高い地域

※今後も市町村からの推薦に基づき，実施予定。

事業の内容（概ね２時間）

防災の基礎知識
（災害情報を正しく理解する）

マイマップ作成
（地域のみんなで考える）

災害・避難カード注２

の記入

（表）

（裏）

気象や災害の基礎知識，避難
行動，災害情報の活用方法等
をビデオ教材で学習

「逃げキッド」を使用し，水害時
に自分が何をすべきかを時系
列に整理

グループで地域の災害危険箇
所や避難場所までの安全な経
路等を話し合い，地図に記載

緊急連絡先，災害時の
行動を記入

マイ・タイムライン注１の作成
（一人ひとりが考える）
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No.25 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｅ）避難計画、情報伝達方法等の改善

■避難勧告等の発令に係る「基本的考え方」の提示及び市町村支援

茨城県

【令和元年度に実施した内容】
１ 「基本的考え方」の提示

西日本豪雨等の教訓を踏まえ，内閣府が「避難勧告等に関するガイドライン」（国ガイドライン）を平成３０年
度末に改正したことから，茨城県では「避難勧告等の発令に係る基本的考え方」を提示した。

【提示内容】
（１）基準の明確化（空振りを恐れない躊躇なき発令

国ガイドラインを基準とし，具体的な数値を用いて基準を設定「（〇〇川の水位基準〇〇ｍ」等）
（２）早期発令（避難時間等の確保を考慮した発令）

夜間に避難することが予想される場合は，明るいうちの発令 等
（３）住民の早期行動の促進（住民の適切な行動を促す分かりやすい避難情報の提供）

一段階上の警戒レベルを念頭に，具体的な行動（避難準備等）を伝達 等

２ 「避難勧告等発令判断支援班」による支援



館林市

洪水のほか地震や国民保護についても掲載し、館林市で起こり得る災害
を一つにまとめた「館林市ハザードブック」を平成３１年４月、全戸配布し
たことにあわせ、全公民館を会場に住民説明会を開催。約９５０人が参
加した。

No.26 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｇ）広域避難を考慮したハザードマップの作成・ 周知等

■ハザードブック説明会の実施
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足立区

●外力を想定最大規模降雨としたハザードマップを作成

○平成31年3月に改訂したハザードマップ（冊子）を区内全戸に配布
○ハザードマップ啓発動画を制作し、動画サイトや区内に設置されたデジタルサイネージで公開
○イベント等でＰＲ活動を行うなどして、水害リスクの周知と対策の強化を促進

ハザードマップ（利根川）

【概要】
・水害から命を守るためのポイントをわかり

やすく説明
・足立区の地理特性を踏まえた水害リスク

を解説
・地域による水害に備えた取組事例を紹介

【ハザードマップ啓発動画】

キャプチャ画像

No.27 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｇ）広域避難を考慮したハザードマップの作成・ 周知等

■ハザードマップの作成と周知
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五霞町

R元年10月に、ひばり大学というシニア向けの会合に組み込む形でマイタ
イムラインの説明を行った。H30年に配布したハザードマップを使用して、

作成方法等を説明。自分の住んでいる地域の水害のリスクを知ってもら
い、非常時にとる行動を時系列に考えて表を作成することを促した。また、
家庭の状況チェック、自分自身の必需品、非常時の持出し品の確認や、
気象情報の見方なども併せて説明した。

【課題】
今回の説明会では、時間の都合上、一
緒にマイタイムラインを作成するところ
まではいかなかったので、引き続き作
成の説明会等の実施を検討する。また、
ハザードマップも開いたことがない方も
多くいらしたので、ハザードマップの有
効活用についても併せて周知をしてい
く必要があると感じた。

No.28 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｈ）避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

■マイタイムラインの説明を実施
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坂東市

8月31日（土）、市立七郷小学校・七郷コミュニティセンターみどりのさとにおいて、坂
東市防災訓練を実施した。

利根川上流に豪雨が降り、川の水位が避難判断水位を超え上昇している場合を想
定し、堤防決壊に備え防災関係機関や地域住民が一体となり、避難体制の強化と防
災意識の高揚を図ることを目的に、タイムラインを活用した避難訓練を実施した。

地域住民など約８００人が参加した。

避難者の受け入れ
防災マップで、浸水や土砂災害警戒区域、
避難経路等の確認

マイタイムライン講座

No.29 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■坂東市防災訓練
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坂東市

長須地区防災訓練での防災ラジオ・
防災マップの配付及び周知

飯島地区防災訓練での防災ラジオの配付、防
災マップを活用した防災講座

県立岩井高等学校での防災マップを
活用した防災講座

各種団体・学校・地域・企業等の防災訓練等において、防災ラジオ及び坂東市総合防災
マップの配付・周知を行うとともに、防災マップを活用した防災講座を実施。

No.30 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■防災講座
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佐野市

目的：台風第１９号の影響により市内全域に避難勧告等の発令に伴い、
全避難所を開設したが、避難所敷地内の浸水や二次避難などにより避難者
の混乱が生じたことから、各地区の町会及び自主防災組織の役員等と避難
所や避難方法など避難の在り方について意見交換を行った。
● 期日：令和元年１２月中旬～令和２年２月中旬
● 実施内容：
・避難所や避難方法など避難の在り方について、市内２０地区において意
見交換会を実施。

No.31 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■台風第１９号災害に伴う各地区との意見交換会の実施
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板倉町

○具体的取組： 小学校における防災教育への取組

○実施概要

町内小学校の3年生と4年生が使用する社会科副読本
の小学４年生の学習内容に、防災教育に関する項目
「自然災害からくらしを守る」の追加を行った。

利根川上流河川事務所と町教育委員会が連携し、平
成30年度から社会科副読本の改訂作業に着手した。
利根川上流河川事務所から写真や図表などの提供や

年間計画の作成支援を受け、令和2年度から防災教育学
習指導計画を作成し、社会科副読本「わたしたちの板
倉町（十一訂版）」を用いて授業を実施する。

スケジュール
平成30年度

副読本改訂 着手
・情報交換
・使用資料の選定

令和元年度
学習指導計画の作成及び副読本改訂作業
・学習指導計画及び改訂内容の検討
・編成会議の開催

令和 2年度
新たな副読本を使った授業
・年間計画に組み込んだ防災教育の実施

No.32 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
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明和町

大規模自然災害が発生した場合の被害を最小限に防ぐため、体験型訓練を実施するこ
とにより、生徒の防災力を一層高めることを目的としています。
なお、国土交通省及び館林地区消防組合の協力により、「自然災害体験車」「降雨体

験車」「煙道体験」「心肺蘇生・ＡＥＤ体験」「水防工法（土のう積み）」等を用いた
訓練を実施しました。

降雨体験車(国土交通省協力)

心肺蘇生・ＡＥＤ体験

水防工法(土のう積み)

No.33 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■中学校における体験型防災訓練
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明和町

地域の防災力向上のため自主防災組織における防災訓練を行いました。千津井区自主
防災会では、避難所ＨＵＧ訓練（風水害版避難所運営ゲーム）を実施し、大佐貫区自主
防災会ではＤＩＧ訓練（風水害版災害想像力ゲーム訓練）を実施し、近年全国で発生する大規模
自然災害に備えました。

千津井区自主防災会：ＨＵＧ訓練 大佐貫区自主防災会：ＤＩＧ訓練

No.34 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■自主防災組織における防災訓練
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No.35 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■水防災に関する講習会の実施

2

千代田町

マイタイムライン講習会の実施

利根川の氾濫により甚大な浸水被害を受ける可
能性がある千代田町において、自らのマイ・タイム
ラインの作成体験を通して、水害リスクの正しい認
識と防災意識の高揚を図るため関東地方整備局
協力のもとにマイ・タイムライン講習会を実施。

リスクを
認識

防災意識
の向上

逃げ遅れゼロ
を目指す

小学校における水防学習

千代田町立西小学校の５年生を対象に子どもたちの防
災に対する理解の向上と意識を高めるために関東地方
整備局、館林消防組合の協力のもとに水防学習の授業
を実施。土のう作りや簡易水防工法体験、ロープワーク
などを実際に体を動かして体験した。
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防災講演会の実施
平成３０年７月に設立した千代田町自主防災組織連絡協議会と共催し、町内にある自主防災組織

会員の知識の向上、町内在住の方への防災意識の啓発として気象庁 前橋地方気象台 防災管理
官 高橋 好幸 氏をお招きし、講演会を実施。

等

PUSH情報

〇〇特別警報
○○警報
○○注意報
指定河川洪水予報
記録的短時間大雨情報

降水短時間予報
高解像度降水ナウキャスト
大雨警報危険度分布
台風情報

等

PULL情報

気象台が発信する情報の種類や入手方法、活用方法等を説明した。
今後の災害時に自らで情報を集め、早めに災害に備えた行動をすることで、「逃げ遅れゼ
ロ」を目指す。

No.35 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■防災講演会の実施

千代田町

237



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
38

消防団員及び市職員を対象に、水防に関する基礎的な知識と技
能修得を目的として水防技術講習会を開催した。
また、自治会への出前講座や安全安心まちづくり研修会におい

て、市民へ浸水想定区域や指定緊急避難場所の研修を行った。

No.35 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■水防災に関する講習会の実施

水防技術講習会

本庄市



吉川市

小学生編
各小学校区の地図を活用し、普段生活する地

域や通学路などの危険箇所などを認識、把握
するとともに、災害や自助・共助についての学
習を実施しました。

（色塗りやシール貼りなどの作業や災害に対し
て気を付けることを自由に書き出して、まとめる
作業を実施）

●実施校：市内小学校８校で実施（小学５年生
全児童を対象）
●授業内容：水害編又は地震編

中学生編

避難所等におけるスキルや知識、応急手当
の方法を学習し、避難所における公助の大切
さを学びました。

●実施校：市内中学校３校で実施（中学２年生
全生徒を対象）
※災害時に即戦力となりうるため。
●授業内容：

ダンボールベット及び間仕切り組立、簡易トイ
レの組立、発動発電機及びLEDバルーン投光
器起動訓練、応急手当訓練

小学生編

中学生編

No.36 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■減災教育の実施
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上里町

防災教育の実施

「水害防災の観点から私たちの町の特
色と課題をつかみ、防災を中心に町と私
たちの在り方を考えよう」というテーマ
で、中学２年生の授業を実施。
各地域ごとで起こり得る災害の状況や

人口、高齢者分布状況などによる避難所
や交通網などの問題点等をグループごと
に検討、発表を行い、自分たちの住む町
の状況を知ることを目的に実施。

No.37 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■防災教育及び防災知識の普及
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葛飾区

国土交通省荒川下流河川事務所にご協力をしていただき、住民むけのワークショップを
開催しました。地域の浸水リスク等について学習をした上で、マイタイムラインの作成に取
り組みました。

１歳から８０代までの幅広い年齢層にご参加いただき、台風接近時等に、自分や家族、
近隣住民の命を守るために、どのようなことができるのか、話し合うことができました。

No.38 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■荒川下流河川事務所での住民向けのWS
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栃木県

子供達が河川で活動する機会が増える夏場を迎えるにあたり、
ゲリラ豪雨等で急激に河川が増水することによる水難事故の
発生を防止するための啓発活動の一環として、以下のとおり
「出前講座」を実施しました。

県内の小中学校等15校へ各土木事務所職員が出向き、過去

の河川水難事故の事例や川で遊ぶ時の注意点などを児童に
説明し、夏休み前に水難事故への注意喚起を促しました。

【実施校一覧（15校）】

No.39 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■小中学生を対象とした防災教育の実施
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栃木県

県管理河川について、出水期前に関係自治体、消防等と連携し、
重要水防箇所の点検をおこなった。

②安足土木の点検状況（5/27）

一級河川姥川（足利市久保田町）

①栃木土木の点検状況（5/27）

一級河川逆川（栃木市都賀町）

③安足土木の点検状況（5/30）

一級河川菊沢川（佐野市大橋町）

① ②

③

No.40 ソフト対策／①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組
Ｉ）防災教育や防災知識の普及

■重要水防箇所の共同点検
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足利市

「水防災意識社会」の再構築に向けた被災状況に応じた水防工法の実施、住民の適
切な避難行動に結びつく、わかりやすい防災情報の発信や多様な手法による避難の
呼びかけ等、関係機関が連携した救出・救護訓練等、タイムラインに沿った実践的
な演習を実施しました。

実施した演習（一部）
・水防訓練
・情報収集・情報発信訓練
・TEC-FORCE舞台による緊急排水活動
・陸自による孤立者救出訓練
・救助隊による水没車両からの救助訓練
・日赤による救護訓練

No.41 ソフト対策／②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
Ｊ）より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■利根川水系連合総合水防演習を実施
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栃木県

本演習により、地域の守り手である消防団の士気高揚、水防技術の向上、
地域住民の防災意識向上が図られました。

（栃木県足利市五十部町地先において開催）

○日 時： 令和元年5月18日（土）

○場 所： 栃木県足利市五十部町地先

（利根川水系渡良瀬川）

○参加人数： 約16,000人

（うち訓練参加者2,000人）

No.42 ソフト対策／②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
Ｊ）より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

■第68回利根川水系連合・総合水防演習
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取手市

令和元年台風19号の際に稼働はしなかったが、内水
氾濫に備え10月13日午前7時から16日午後4時半まで
の間、排水ポンプ車を設置した。

No.43 ソフト対策／③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための取組
Ｋ）氾濫水の早期排水のための効果的な施設運用

■排水ポンプ車設置
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